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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第52期

第1四半期
連結累計期間

第53期
第1四半期

連結累計期間
第52期

会計期間
自 2023年 1月 1日
至 2023年 3月31日

自 2024年 1月 1日
至 2024年 3月31日

自 2023年 1月 1日
至 2023年12月31日

売上高 (百万円) 22,861 22,083 102,445

経常利益 (百万円) 1,864 1,122 11,154

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,408 980 8,151

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,758 3,165 10,799

純資産額 (百万円) 33,329 40,989 40,114

総資産額 (百万円) 73,538 79,830 80,969

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 51.61 35.63 297.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 50.92 35.28 294.33

自己資本比率 (％) 44.9 51.0 49.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 5,286 3,229 15,428

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △632 △16 △3,576

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △5,125 △3,603 △8,668

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,962 12,259 12,883
 

(注)1. 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していま

せん。

2. １株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、その算定にあた

り期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、「役員向け株式給付信託」、「従業員向け株式給付信

託」及び「従業員持株会支援型信託」に残存する自社の株式が含まれています。

 

２ 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

ローランド株式会社(E01834)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

 

 
１ 【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識

している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変

更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

 
(1) 業績の状況

当第1四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く世界経済は、ロシア・ウクライナ情勢やイスラエル・

パレスチナ情勢等の地政学リスク、世界的な物価や金利の高止まり、長引く円安、中国での景気停滞など、引き続

き先行き不透明な状況で推移しました。

電子楽器の需要においては、一部の製品カテゴリーではコロナ需要からの反動減や物価高の影響などが見られま

す。またコロナによるサプライチェーンの混乱に端を発した需給バランスの調整には時間を要しており、当第1四半

期はディーラーの在庫が過剰となっていることや、前年同期間中に実施した受注残出荷の反動減などの影響によ

り、当社からディーラーへの出荷は対前年同期比で低調に推移しました。これらの調整による影響は概ね社内想定

どおりとなっており、カテゴリーにより濃淡はあるものの、当第2四半期中には徐々に終息すると考えています。

以上の結果、当第1四半期連結累計期間の売上高は、22,083百万円(前年同期比3.4%減)となりました。損益につき

ましては、営業利益は1,564百万円(前年同期比22.5%減)、経常利益は1,122百万円(前年同期比39.8%減)、親会社株

主に帰属する四半期純利益は980百万円(前年同期比30.4%減)となりました。

 
製品カテゴリーごとの販売状況（対前年同期比）は以下のとおりです。

 
(鍵盤楽器)売上高5,461百万円(前年同期比2.4%減)

電子ピアノは、コロナ禍を契機とした非常に高い需要の落ち着きに加え、物価高、ディーラーの在庫調整等の影

響を受けました。

 
(管打楽器)売上高6,612百万円(前年同期比1.8%減)

ドラムは、ディーラーの在庫調整影響に加え、前年同期間中に実施した受注残出荷の反動減が見られましたが、

前期発売した世界初のコンバーチブルドラムは好調に推移しました。

電子管楽器は、ディーラーの在庫調整影響に加え、新規参入企業との競合が継続しました。

 
(ギター関連機器)売上高5,533百万円(前年同期比2.0%減)

ギターエフェクターは、コンパクトエフェクターの需要は堅調に推移していますが、ディーラーの在庫調整影響

に加え、日本では、人気アニメの影響によるバンドブームに関連した高い需要に落ち着きが見られました。

楽器用アンプは、今期発売の新製品が貢献しましたが、前年同期間中に実施した受注残出荷の反動減等も見られ

ました。

 
(クリエーション関連機器＆サービス)売上高3,006百万円(前年同期比4.0%減)

シンセサイザーは、前年同期間中に実施した受注残出荷の反動減の影響を大きく受けました。

ダンス&DJ関連製品では、今期発売した新製品群は貢献しているものの、既存製品には落ち着きが見られました。

ソフトウエア/サービス分野では、Roland Cloudにおいて、ユーザーのLTV(ライフタイムバリュー)を高めるため

のコンテンツやサービスの提供を継続的に行い、会員数は安定的に増加しました。

 
(映像音響機器)売上高734百万円(前年同期比28.7%減)

ビデオ関連製品は、イベント需要が回復し、関連製品の需要が高まっていますが、前年同期間中に実施した受注
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残出荷の反動減等が大きく影響しました。

 
(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,138百万円減少し、79,830百万円

となりました。その主な要因は、棚卸資産が1,038百万円、無形固定資産が749百万円それぞれ増加した一方、現金

及び預金が623百万円、売上債権が2,320百万円それぞれ減少したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末と比較して2,013百万円減少し、38,840百万円となりました。その主な要因は、借入金

が1,298百万円、流動負債のその他に含まれる未払費用が541百万円それぞれ減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末と比較して874百万円増加し、40,989百万円となりました。その主な要因は、配当金

の支払いにより剰余金が2,356百万円減少した一方で、主要国通貨に対する円安進行により為替換算調整勘定が

2,069百万円増加し、また親会社株主に帰属する四半期純利益が980百万円あったことによるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して1.8ポイント増加し、51.0％となりました。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第1四半期連結累計期間において現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、623百万円減少（前年同

期は543百万円減少）し、期末残高は12,259百万円となりました。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、主として税金等調整前四半期純利益及び運転

資金の減少により、3,229百万円（前年同期に得られた資金は5,286百万円）となりました。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、主として事業譲渡による収入があったもの

の、無形固定資産の取得による支出により、16百万円（前年同期に使用した資金は632百万円）となりました。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第1四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、主として借入金の返済や配当金の支払い等に

より、3,603百万円（前年同期に使用した資金は5,125百万円）となりました。

 

(4) 経営方針、経営戦略及び対処すべき課題等

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略及び対処すべき課題等につい

て重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第1四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,263百万円です。

なお、当第1四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年 3月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年 5月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,163,038 28,163,038
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株
です。

計 28,163,038 28,163,038 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2024年1月1日～
2024年3月31日

- 28,163,038 - 9,641 - 5,226
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日である2023年12月31日の株主名簿により記載しています。

 
① 【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式441,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

277,098 単元株式数は100株です。
27,709,800

単元未満株式
普通株式

― ―
11,738

発行済株式総数 28,163,038 ― ―

総株主の議決権 ― 277,098 ―
 

(注)1.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持

株会支援信託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託口)が所有している当社株式281,300株(議決

権2,813個)が含まれています。

2.「単元未満株式」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信

託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託口)が所有している当社株式28株が含まれています。

3.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式58株が含まれています。

 
② 【自己株式等】

  2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ローランド株式会社

静岡県浜松市北区細江町
中川2036番地の1

441,500 － 441,500 1.57

計 ― 441,500 － 441,500 1.57
 

(注)1. 上記の他、当社は、単元未満の自己株式58株を保有しています。

2. 役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信託の信託財産として、281,328株を株

式会社日本カストディ銀行(信託口)へ拠出しています。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

1. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

なお、四半期連結財務諸表規則第5条の2第2項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しています。

 
2. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間（2024年1月1日から2024年3月31

日まで）及び第1四半期連結累計期間（2024年1月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年 3月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,883 12,259

  受取手形及び売掛金 13,805 11,484

  商品及び製品 18,094 19,074

  仕掛品 1,443 1,815

  原材料及び貯蔵品 10,606 10,292

  その他 2,311 2,100

  貸倒引当金 △485 △451

  流動資産合計 58,659 56,576

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,934 3,904

   土地 2,328 2,332

   その他（純額） 3,699 3,628

   有形固定資産合計 9,961 9,864

  無形固定資産   

   のれん 3,129 3,244

   その他 3,110 3,745

   無形固定資産合計 6,240 6,990

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,107 1,375

   その他 5,106 5,131

   貸倒引当金 △105 △107

   投資その他の資産合計 6,107 6,399

  固定資産合計 22,309 23,253

 資産合計 80,969 79,830
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年 3月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,266 6,179

  短期借入金 ※  4,300 ※  3,600

  1年内返済予定の長期借入金 8,526 5,392

  未払法人税等 415 328

  賞与引当金 852 481

  役員賞与引当金 39 15

  製品保証引当金 335 321

  その他 7,305 7,123

  流動負債合計 28,041 23,441

 固定負債   

  長期借入金 10,056 12,592

  株式給付引当金 252 260

  役員株式給付引当金 96 109

  退職給付に係る負債 249 260

  資産除去債務 88 88

  その他 2,069 2,086

  固定負債合計 12,812 15,398

 負債合計 40,854 38,840

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,641 9,641

  資本剰余金 124 0

  利益剰余金 27,334 25,959

  自己株式 △2,207 △2,011

  株主資本合計 34,892 33,589

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 153 317

  為替換算調整勘定 3,728 5,797

  退職給付に係る調整累計額 1,032 979

  その他の包括利益累計額合計 4,915 7,095

 新株予約権 70 63

 非支配株主持分 235 241

 純資産合計 40,114 40,989

負債純資産合計 80,969 79,830
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 3月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年 1月 1日
　至 2024年 3月31日)

売上高 22,861 22,083

売上原価 13,112 12,691

売上総利益 9,748 9,392

販売費及び一般管理費 7,729 7,827

営業利益 2,018 1,564

営業外収益   

 受取利息 8 14

 受取配当金 10 －

 助成金収入 61 －

 その他 8 2

 営業外収益合計 88 17

営業外費用   

 支払利息 31 36

 為替差損 204 420

 その他 6 2

 営業外費用合計 242 459

経常利益 1,864 1,122

特別利益   

 固定資産売却益 1 2

 事業譲渡益 － 297

 特別利益合計 1 299

特別損失   

 固定資産除売却損 1 1

 特別退職金 － 158

 特別損失合計 1 160

税金等調整前四半期純利益 1,864 1,262

法人税、住民税及び事業税 318 139

法人税等調整額 126 148

法人税等合計 445 287

四半期純利益 1,419 975

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

11 △5

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,408 980
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 3月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年 1月 1日
　至 2024年 3月31日)

四半期純利益 1,419 975

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 46 164

 為替換算調整勘定 311 2,079

 退職給付に係る調整額 △19 △53

 その他の包括利益合計 339 2,190

四半期包括利益 1,758 3,165

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,743 3,160

 非支配株主に係る四半期包括利益 15 5
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
　至 2023年 3月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年 1月 1日
　至 2024年 3月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,864 1,262

 減価償却費 560 609

 のれん償却額 84 94

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △34 △96

 受取利息及び受取配当金 △18 △14

 支払利息 31 36

 為替差損益（△は益） △465 △42

 固定資産除売却損益（△は益） 0 △1

 事業譲渡損益（△は益） － △297

 売上債権の増減額（△は増加） 2,982 4,040

 棚卸資産の増減額（△は増加） 1,105 273

 仕入債務の増減額（△は減少） 651 △885

 その他 △686 △1,441

 小計 6,076 3,538

 利息及び配当金の受取額 18 15

 利息の支払額 △30 △36

 法人税等の支払額 △777 △288

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,286 3,229

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △489 △238

 有形固定資産の売却による収入 1 2

 無形固定資産の取得による支出 △67 △406

 長期貸付金の回収による収入 0 －

 事業譲渡による収入 － 632

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△50 －

 その他 △25 △5

 投資活動によるキャッシュ・フロー △632 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △13,000 △700

 長期借入れによる収入 10,700 4,010

 長期借入金の返済による支出 △580 △4,608

 株式の発行による収入 23 12

 自己株式の売却による収入 48 238

 自己株式の取得による支出 △0 －

 配当金の支払額 △2,133 △2,333

 その他 △183 △223

 財務活動によるキャッシュ・フロー △5,125 △3,603

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 △232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △499 △623

現金及び現金同等物の期首残高 10,506 12,883

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△43 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  9,962 ※  12,259
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 金融機関との当座貸越及びコミットメントラインに関する契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結し

ています。

これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりです。
 

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2024年 3月31日)

当座貸越極度額及びコミットメントラ
インの総額

14,000百万円 14,000百万円

借入実行残高 4,300 3,600 

差引額(借入未実行残高) 9,700 10,400 
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

です。

 

 
前第1四半期連結累計期間
(自　2023年 1月 1日
至　2023年 3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2024年 1月 1日
至　2024年 3月31日)

現金及び預金 9,962百万円 12,259百万円

現金及び現金同等物 9,962  12,259  
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(株主資本等関係)

前第1四半期連結累計期間(自 2023年 1月 1日　至 2023年 3月31日)

 
1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年 3月29日
定時株主総会

普通株式 2,152 78 2022年12月31日 2023年 3月30日 利益剰余金
 

(注) 2023年3月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金27百万

円が含まれています。

 
2. 基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
当第1四半期連結累計期間(自 2024年 1月 1日　至 2024年 3月31日)

 
1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年 3月26日
定時株主総会

普通株式 2,356 85 2023年12月31日 2024年 3月27日 利益剰余金
 

(注) 2024年3月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金23百万

円が含まれています。

 
2. 基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、電子楽器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

EDINET提出書類

ローランド株式会社(E01834)

四半期報告書

14/18



 

(収益認識関係)

当社グループは、電子楽器事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下

のとおりです。

（単位：百万円）

 
前第1四半期連結累計期間
（自　2023年 1月 1日
　至　2023年 3月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2024年 1月 1日
　至　2024年 3月31日）

鍵盤楽器 5,594 5,461

管打楽器 6,732 6,612

ギター関連機器 5,648 5,533

クリエーション関連機器＆サービス 3,131 3,006

映像音響機器 1,029 734

その他 724 735

合計 22,861 22,083
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりです。

 

 
前第1四半期連結累計期間
(自 2023年 1月 1日
至 2023年 3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2024年 1月 1日
至 2024年 3月31日)

(1)１株当たり四半期純利益 51円61銭 35円63銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,408 980

 普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(百万円)

1,408 980

 普通株式の期中平均株式数(千株) 27,283 27,518

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 50円92銭 35円28銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 371 276

(うち新株予約権(千株)) (371) (276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注) 役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信託が保有する当社の株式を、１株当たり

四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算から控除する自己株式

に含めています。なお、当該信託口が保有する当社株式の期中平均株式数は前第1四半期連結累計期間は351,294

株、当第1四半期連結累計期間は232,030株です。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年 5月 9日

ローランド株式会社

取締役会  御中

 
太陽有限責任監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 荒　井　　　巌 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 則　岡　智　裕 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローランド株式会

社の2024年1月1日から2024年12月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年1月1日から2024年3月31日

まで）及び第1四半期連結累計期間（2024年1月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローランド株式会社及び連結子会社の2024年3月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) 1．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しています。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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